
主　な　内　容

　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,979 人 ( 前 月 比 ▲ 31) 男 40,187 人　 女 40,792 人　28,998 世 帯 10 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 石岡のおまつり　3 日間で 42 万人　　　　　　P10

● 子どもの新型インフルエンザ対策　　　　　　  P23

● 平成 20 年度決算
　 市の財政健全度は基準内　　　　　　　　　　　P2

● 石岡市のお財布は　　　　　　　　　　　　　　P4

● 石岡市立小・中学校統合計画
　 小学校 10 校・中学校 4 校が適正規模　　　　　 P6

　この公園は、平成３年４月に開園し
ました。園内には、サクラやコナラ、
ケヤキなど多くの木が茂り、自然豊か
な公園です。
　また、電車を眺めたり、芝生で遊ぶ
親子連れの姿も見かけます。

せせらぎパーク

（南台四）
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二
つ
の
赤
字
比
率
は
「
な
し
」

　

石
岡
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、

早
期
健
全
化
基
準
を
11
ポ
イ
ン
ト
ほ

平成 20 年度決算

市の財政健全度は基準内

実
質
公
債
費
比
率
は

　

14
・
１
％
で
基
準
超
え
ず

● 問い合わせ　
　 市役所 財政課
     　☎ 23-1111
         　（内線 231）

　

四
つ
の
指
標
に
は
、
健
全
化
を
判

断
す
る
二
つ
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

「
早
期
健
全
化
基
準
」

　

比
率
が
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
入
る

と
「
財
政
健
全
化
計
画
」
の
策
定
と

公
表
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

「
財
政
再
生
基
準
」

　

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
入
る
と
市
は
財

政
再
生
計
画
の
策
定
と
公
表
だ
け
で

な
く
、
借
り
入
れ
の
制
限
や
総
務
大

臣
か
ら
予
算
変
更
な
ど
の
勧
告
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市財政の健全化判断比率等のお知らせ

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字

比
率
は
、
平
成
19
年
度
に
引
き
続

き
、
と
も
に
赤
字
額
が
な
か
っ
た
た

め
、
比
率
は
「
な
し
」
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
計
算
上
算
定
さ
れ
る
黒

字
の
程
度
（
マ
イ
ナ
ス
値
で
表
示
）

は
、
実
質
赤
字
比
率
が
マ
イ
ナ
ス

３
・
78
％
（
19
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
４
・

24
％
）、
連
結
実
質
赤
字
比
率
が
マ

イ
ナ
ス
６
・
43
％
（
19
年
度
は
マ
イ

ナ
ス
８
・
20
％
）
で
し
た
。

グラフから見た市の財政健全度平成 20 年度決算

★ 印は、市の現況

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

★の位置から、石岡市が基準内にあることがわかります。

財政再生基準

早期健全化基準

凡例
イエローゾーン

レッドゾーン

12.63% 20.00%

350.0%

40.00%17.63%

35.0%25.0%

0%

0%

0%

0%

★

★

△3.78

116.8

14.1

△6.43

【
用
語
の
説
明
】

ど
下
回
る
14
・
１
％
（
19
年
度
は

14
・
３
％
）
で
し
た
。
言
い
換
え

る
と
「
市
の
一
般
的
な
財
源
の
う
ち

14
・
１
％
を
借
り
入
れ
の
返
済
に
充

て
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
一
般
財
源
か
ら
借
り
入

れ
の
返
済
に
充
て
た
総
額
は
約

43
億
８
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
う

ち
約
23
億
９
０
０
０
万
円
は
地
方
交

付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
た
め
、
実

質
の
充
当
額
は
約
19
億
９
０
０
０
万

円
で
し
た
。
公
債
費
（
借
り
入
れ
の

返
済
）
に
充
て
た
一
般
財
源
が
19
年

度
よ
り
も
約
１
億
円
減
少
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
数
値
的
に
は
０
・
２

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
た
実
質
公
債
費
比
率
で

す
が
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
今
後

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

人
件
費
や
扶
助
費
、

公
債
費
の
よ
う
な
継

続
的
に
支
出
を
必
要

と
す
る
経
費
が
一
般

財
源
の
93
・
９
％
と

い
う
高
い
割
合
を
占

め
て
い
る
現
在
、
今

回
の
比
率
は
楽
観
視
で
き
る
数
値
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と
し
て
は
、
引

き
続
き
経
費
の
節
減
に
努
力
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
の
総
称
で
、
異
な
っ
た
範
囲

の
会
計
を
対
象
に
算
定
し
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率

　

市
の
標※

１

準
財
政
規
模
に
占
め
る
普
※
２

通
会
計
の
赤
字
額
の
割
合
を
示
し
ま

す
。
な
お
、
普
通
会
計
が
赤
字
で
な

い
場
合
、こ
の
実
質
赤
字
比
率
は「
な

し
」
と
な
り
ま
す
。

※
１ 

標
準
財
政
規
模
…
…
標
準
的

な
状
態
で
収
入
が
見
込
ま
れ
る
一
般

財
源
（
市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
使

途
が
特
定
さ
れ
な
い
財
源
と
、
財
源

不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
特
例
的
に

認
め
ら
れ
る
地
方
債
の
発
行
可
能
額

の
合
計
）
で
す
。

※
２ 

普
通
会
計
…
…
各
地
方
自
治

体
の
会
計
の
範
囲
を
統
一
し
、
統
計

上
の
整
理
、
比
較
を
容
易
に
す
る
た

め
に
総
務
省
が
定
め
た
会
計
区
分
。

　

20
年
度
の
当
市
の
場
合
、
一
般
会

計
と
授
産
所
・
公
共
用
地
先
行
取
得

事
業
・
霊
園
事
業
の
各
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。　

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
全

　

平
成
19
年
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
市
は
財
政
状

況
を
四
つ
の
指
標
で
表
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

20
年
度
決
算
に
基
づ
く
石
岡
市
の
指
標
は
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
い
ず
れ
も
健
全
な
状
況
を
示
す

数
値
と
な
り
ま
し
た
。
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資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」

会
計
の
赤
字
額
の
割
合
を
示
し
ま

す
。
赤
字
額
の
考
え
方
と
、
会
計
が

赤
字
で
な
い
場
合
に
比
率
が「
な
し
」

と
な
る
の
は
、
実
質
赤
字
比
率
と
同

様
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
、

市
と
市
が
加
入
す
る
一
部
事
務
組

合
・
広
域
連
合
（
霞
台
厚
生
施
設
組

合
や
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
な

ど
）
が
起
こ
し
た
借
り
入
れ
の
返
済

額
の
割
合
を
示
し
、
過
去
３
か
年
の

平
均
値
を
そ
の
年
度
の
比
率
と
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
、

普
通
会
計
が
将
来
的
に
負
担
す
る
と

見
込
ま
れ
る
、
市
、
一
部
事
務
組

合
・
広
域
連
合
、
地
方
公
社
・
第
三

セ
ク
タ
ー
等
（
市
産
業
文
化
事
業
団

や
市
開
発
公
社
な
ど
）
の
借
り
入

れ
、
債
務
負
担
な
ど
の
割
合
を
示
し

ま
す
。
こ
れ
は
「
市
が
将
来
負
担
す

る
と
見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ
な
ど
の

総
額
は
、
市
の
一
般
的
な
財
源
の
何

年
分
に
当
た
る
か
」と
い
う
も
の
で
、

比
率
が
１
０
０
で
あ
れ
ば
１
年
分
、

１
５
０
で
あ
れ
ば
１
・
５
年
分
と
言

え
ま
す
。

借
り
入
れ
等
の
将
来
負
担
は

　

一
般
財
源
の
約
１
・
17
年
分

　

市
が
将
来
負
担
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
市
、
一
部
事
務
組

合
、
地
方
公
社
等
の
借
り
入
れ

や
債
務
負
担
な
ど
の
総
額
は
約

５
７
２
億
５
０
０
０
万
円
。
う
ち
約

２
８
１
億
５
０
０
０
万
円
に
つ
い
て

は
地
方
交
付
税
に
よ
る
措
置
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

算
定
の
結
果
、
市
の
将
来
負
担

比
率
は
１
１
６
・
８
％
（
19
年
度
は

１
２
４
・
８
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
市
が
将
来
負
担
す
る
と

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

　

今
回
、
健
全
化
判
断
比
率
等
を
算

定
し
た
結
果
、
石
岡
市
の
財
政
状
況

は
、「
健
全
段
階
」
に
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
基
本
と
す
る
事
業
の
取
捨

選
択
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
な
る
財
政

の
健
全
化
へ
向
け
て
努
力
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比

率
は
、
地
方
債
な
ど
の
借
入
金
額
の

大
き
さ
が
数
値
の
決
め
手
に
な
り
ま

す
。
で
は
、
な
ぜ
市
は
借
り
入
れ
を

行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
が
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
に

は
、「
長
く
使
用
で
き
る
施
設
の
整

備
費
用
は
、
次
の
世
代
に
も
負
担
し

て
も
ら
い
、
世
代
間
の
公
平
性
を
確

保
し
よ
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
30
年
返
済
の
借
り
入
れ
を
す
れ

ば
、
そ
の
年
数
の
間
に
施
設
を
利
用

す
る
市
民
が
、
整
備
費
用
を
公
平
に

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方

財
政
の
早
期
健
全
化
と
分
か
り
や
す
い
財
政
状
況
の
情
報
開
示
な
ど
の
た

め
の
比
率
で
す
。
平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く
各
比
率
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

＊
文
中
、
平
易
な
表
現
と
す
る
た
め
、
説
明
を
簡
略
化
し
た
箇
所
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
と
と
も
に
算
定

し
た
も
の
に
、
公
営
企
業
に
係
る
資

金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
比

率
は
、
事
業
の
規
模
に
対
す
る
資
金

不
足
額
の
割
合
を
示
す
も
の
で
す

が
、当
市
の
公
営
企
業
で
あ
る
水
道
、

事業名 資金不足
比率 経営健全化基準

水道事業 －（なし） 20.00

簡易水道事業 －（なし） 20.00

下水道事業 －（なし） 20.00

農業集落排水
事業 －（なし） 20.00

市公営企業に係る資金不足比率
（単位：％）

平成 20 年度決算

健全化判断比率 石岡市 早期
健全化基準

財政
再生基準

実質赤字比率 －（なし）
（参考値△ 3.78）     12.63 20.00

連結実質赤字比率 －（なし）
（参考値△ 6.43）     17.63 40.00

実質公債費比率 　     14.1     25.0    35.0
将来負担比率        116.8   350.0

（単位：％）

　実質赤字比率・連結実質赤字比率は、ともに赤字額がないため「－」
と表示し、参考値として黒字の程度（比率）を△で示しています。

平成 20 年度決算に基づく 市の健全化判断比率

平
成
20
年
度
決
算

見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ
な
ど
の
総
額

は
、
市
の
一
般
的
な
財
源
の
約
１
・

17
年
分
に
当
た
る
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
比
率
が
19
年
度
と
比
較

し
て
８
・
０
％
減
少
し
た
主
な
要
因

は
、
20
年
度
に
借
り
入
れ
の
一
部
を

繰
り
上
げ
て
返
済
し
た
こ
と
で
借
入

金
の
残
高
が
減
少
し
た
こ
と
や
一
部

事
務
組
合
へ
の
負
担
金
が
減
少
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
各
事
業
は
い
ず
れ
も
黒
字
で
、

資
金
不
足
が
な
か
っ
た
た
め
、
算
定

結
果
は
上
の
表
の
と
お
り
「
な
し
」

と
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
、
市
は
地
方
債
を

          

借
り
入
れ
し
て
い
る
の
か

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
市
は

地
方
債
の
多
く
を
施
設
の
建
設
や
道

路
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
な
ど

都
市
基
盤
の
整
備
に
充
て
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
家
計
が
厳
し
い
と
き

に
節
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
市
も
一
般
家
庭
も
同
じ
で
す
。

　３　 広報いしおか　№９８



石岡市の
　　お財布は

　

市
の
財
政
は
、
金
額
も
大
き
く
、

専
門
用
語
が
多
い
た
め
、
分
か
り
に

く
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
20
年
度
の
石
岡
市
一

般
会
計
決
算
の
１
億
円
を
家
計
簿
の

１
万
円
に
置
き
換
え
、
市
の
財
布
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
た
。　

ま
た
、

市
の
財
政
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

の
か
、10
年
前（
平

成
10
年
度
決
算
）

の
状
況
と
比
較
し

て
み
ま
し
た
。

貯金とローン残高

貯金残高（基金残高） 51 万円 
（Δ 7）

ローン残高（市債残高） 267 万円 
（＋ 34）

収入

給料（市税） 106 万円 
（＋５）

パート（使用料・負担金など） 15 万円 
（Δ３）

親からの仕送り
（地方交付税・消費税交付金など）

71 万円 
（Δ 18）

親からの援助
（国庫支出金・県支出金）

37 万円 
（＋４）

ローン借り入れ（市債） 24 万円 
（Δ 2）

貯金の取り崩し
（基金繰入金）

0 万円 
（Δ５）

前年度からの繰越（繰越金） 9 万円 
（Δ 3）

合　計 262 万円 
（Δ 22）

食費（人件費） 59 万円 
（Δ 1）

生活費（物件費） 33 万円 
（Δ 2）

医療費・養育費（扶助費） 39 万円 
（＋ 14）

家の補修代（維持補修費） ２万円 
（Δ１）

ローンの返済（公債費） 33 万円 
（＋ 8）

自治会費など（補助費など） 24 万円 
（Δ 7）

家の増改築・家電の購入
（普通建設事業費など）

27 万円 
（Δ 36）

貯金（積立金・貸付金など） 2 万円 
（Δ 2）

子どもへの仕送り
（国保・介護・下水道などへの繰出金）

34 万円 
（＋ 13）

合　計 253 万円 
（Δ 14）

支出

※ （　）内は平成 10 年度との比較です。△はマイ
ナスを表します。平成 10 年度の額は、旧石岡市と旧
八郷町それぞれの決算額の合計です。
※ 基金・市債とも、一般会計に係る分の残高です。
また、基金からは、定額運用基金を除いています。

収
入
…
自
分
で
稼
げ
る
収
入
は

５
割
程
度
で
、
親
に
頼
っ
て
い

る
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
10
年

前
と
比
べ
る
と
、
給
料
は
少
し

増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に

親
か
ら
の
仕
送
り
が
減
っ
て
い

て
、
家
計
が
苦
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

支
出
…
10
年
前
と
比
べ
て
、
医

療
費
や
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
が

大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
家
の
増
改
築
や
家
電
の

購
入
を
控
え
た
り
、
余
っ
た
お

金
を
使
い
切
ら
ず
に
翌
年
度
へ

残
す
な
ど
し
て
、
赤
字
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

貯
金
と
ロ
ー
ン
の
残
高
…
貯
金

は
、
不
足
す
る
収
入
に
充
て
る

な
ど
し
た
た
め
、
年
々
減
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ー
ン
残
高
は
、
10

年
前
と
比
べ
る
と
増
え
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
親
か
ら
の
仕

送
り
の
一
部
が
、

ロ
ー
ン
借
り
入

れ
に
変
わ
っ
た

た
め
で
す
。

10
年
前
と

比
べ
て
み

る
と

●問い合わせ　市役所 財政課
　　　　　　　☎ 23-1111（内線 231）
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平
成
21
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
は
『
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら

め
っ
子
』
で
す
。
こ
れ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
住
宅
防
火
対
策
と
、
放
火
火
災
・
連
続

放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進
、
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

を
重
点
目
標
と
し
、
11
月
９
日
～
15
日
ま
で
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
朝
夕
は
一
段

と
冷
え
込
み
、
日
増
し
に
寒
さ
が
厳

し
く
な
り
、
火
を
取
り
扱
う
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
気
も
乾

燥
し
て
く
る
た
め
、
例
年
こ
の
時
季

は
、
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
に
よ

る
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
『
住
宅
防
火 

い

の
ち
を
守
る 

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

を
守
り
、
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

 

★  

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る
　

　
　
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

【
三
つ
の
習
慣
】

◆
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

◆
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

◆
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
四
つ
の
対
策
】

◆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

　

住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の
死
者
数

は
、
平
成
15
年
か
ら
５
年
連
続
で
、

１
０
０
０
人
を
超
え
、
引
き
続
き
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
住
宅
火
災
で

亡
く
な
っ
た
人
の
う
ち
６
～
７
割
は

「
逃
げ
遅
れ
」
が
原
因
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
新

築
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
18
年
６
月

１
日
か
ら
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て

は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
主
な
設
置

 

★  

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
　
早
期
設
置
を
！

場
所
は
寝
室
で
、
煙
を
感
知
し
て
火

災
発
生
を
警
報
音
や
音
声
で
知
ら
せ

る
「
煙
式
」
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
光
を
発

す
る
機
器
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置

に
よ
り
、
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

化
に
伴
い
、
県
内
で
も
訪
問
販
売
な

ど
不
適
正
販
売
の
事
例
が
見
ら
れ
ま

す
。
消
防
署
で
は
一
切
の
販
売
や

斡あ
っ
せ
ん旋

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
注

意
願
い
ま
す
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類
★

▲天井取付式

　購入の目安
　（ＮＳマーク）

▲

▲壁取付式

◆
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る

◆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

◆
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
消
防
署 

☎
２
３
・
０
１
１
９

八
郷
消
防
署 

☎
４
３
・
６
４
９
１

11 月 9 日
　～ 15 日

消
火
器
は
適
切
な
点
検
が
必
要
で
す

　

最
近
、
腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
を

操
作
し
た
た
め
破
裂
し
て
負
傷
し
た

事
故
が
、
大
阪
市
や
福
岡
県
で
相
次

い
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

家
庭
で
一
番
身
近
な
消
火
機
器
で

あ
る
消
火
器
は
、
火
災
の
適
応
表
示

や
使
用
期
限
な
ど
安
全
に
使
用
す
る

た
め
の
情
報
が
、
容
器
本
体
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
手
に
と
っ
て
、
記

載
事
項
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

消
火
器
は
、
設
置
（
保
管
）
場
所

に
よ
っ
て
も
腐
食
の
度
合
い
が
異
な

り
ま
す
。
屋
外
や
湿
潤
な
場
所
で
保

存
し
た
場
合
は
、
通
常
の
場
所
で
の

保
存
時
よ
り
、
腐
食
が
早
く
進
み
ま

す
。
使
用
期
限
内
で
も
腐
食
し
た
り

キ
ズ
や
変
形
が
あ
る
も
の
、
使
用
期

限
の
過
ぎ
た
古
い
も
の
な
ど
『
疲
労

し
た
消
火
器
』
は
、
破
裂
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
た
と
え
消
火
訓
練
や
薬

剤
廃
棄
の
た
め
で
も
、
危
険
で
す
か

ら
絶
対
に
操
作
を
行
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

点
検
し
て
い
な
い
消
火
器
や
疲
労

し
た
消
火
器
は
、
レ
バ
ー
を
握
っ
た

り
、
乱
暴
な
扱
い
を
し
な
い
で
、
消

防
用
機
器
を
扱
う
専
門
業
者
に
点
検

や
廃
棄
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
キ
ズ
・
変
形
・
腐
食
の
あ
る
消
火
器
】

【
破
裂
し
た
消
火
器
】

■
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部 

予
防
課

☎
２
３
・
０
１
１
９

▶
（
株
）
近
代
消
防
社 

甲
種
防

　

火
管
理
講
習
テ
キ
ス
ト
出
典
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1 学年
4 ～ 6 学級

3 学年で 12 ～ 18 学級

中学校

1 学年
2 ～ 3 学級

6 学年で 12 ～ 18 学級

小学校

小・中学校の
適正規模

適
正
規
模
の
基
本
的
な
考
え
方

児
童
・
生
徒
の
視
点
か
ら

❶
集
団
で
の
教
育
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
間
の
ふ
れ
あ
い
や
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
の

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

❷
集
団
活
動
を
通
し
て
児
童
・
生

徒
の
社
会
性
が
高
め
ら
れ
、
自
ら
の

個
性
や
能
力
を
伸
ば
せ
ま
す
。

❸
適
切
な
ク
ラ
ス
替
え
を
通
し
て

児
童
・
生
徒
の
人
間
関
係
や
、
集
団

内
で
の
役
割
分
担
の
固
定
化
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

❹
課
題
別
活
動
や
選
択
教
科
、
部

活
動
、
学
校
行
事
な
ど
で
多
様
な
選

択
が
で
き
ま
す
。

学
校
運
営
の
視
点
か
ら

❶
学
年
や
教
科
担
当
の
教
員
が
確

保
さ
れ
、
効
果
的
な
指
導
体
制
が
図

れ
ま
す
。

❷
同
一
学
年
複
数
教
員
に
よ
る
充

実
し
た
研
究
、
研
修
活
動
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

❸
部
活
動
の
指
導
に
あ
た
る
教
員

確
保
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

❹
校
務
を
複
数
で
分
担
す
る
こ
と

が
で
き
、
学
校
運
営
組
織
の
効
果
的

な
編
成
が
で
き
ま
す
。

❺
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
や
不
測

の
事
態
に
適
切
な
対
応
が
図
れ
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置

基
本
的
な
考
え
方

　

市
に
お
け
る
小
・
中
学
校
の
適
正

規
模
を
基
本
と
し
て
、今
後
の
児
童
・

生
徒
数
の
推
計
か
ら
、
小
学
校
は
10

校
、
中
学
校
は
４
校
が
望
ま
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
将
来
的
に
適
正
規
模
に

満
た
な
い
と
予
測
さ
れ
る
学
校
に
つ

い
て
は
、
段
階
的
な
対
応
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

○○学校区統合に関する懇談会
　統合計画に基づく対象校関係者で、学校の現状、
統合の必要性や時期などについて、検討や協議を行
います。
　構成員：学校、ＰＴＡ、地域代表など

○○学校区統合に関する検討会
　統合の形、学校名、通学方法などについて検討を
行い、保護者へのアンケートや懇談会などを開催し
て、意見や要望を集約します。
　構成員：学校、ＰＴＡ、地域代表、学識経験者など

○○学校区統合準備会
　学校備品、校歌、体育着など具体的に必要な事項
について協議します。
　構成員：学校、ＰＴＡなど

統合

➡

➡

➡

具体的な統合
の進め方（例）

　

８
月
10
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
、
各
中
学
校
区
ご
と
に
保
護
者

や
地
域
住
民
を
対
象
に
、
小
・
中

学
校
の
統
合
計
画
を
説
明
し
情
報

交
換
を
目
的
と
し
た
、「
市
内
小
・

中
学
校
統
合
計
画
に
関
す
る
懇
談

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

（仮称）

（仮称）

（仮称）

石
岡
市
立
小
・
中
学
校
統
合
計
画

詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
５
２
）

　

 http://w
w

w
.city.ishioka.lg.jp/

小
学
校
10
校
・

中
学
校
４
校
が

適
正
規
模

　

教
育
委
員
会
で

は
、
こ
の
小
・
中
学

校
の
適
正
規
模
や
適

正
配
置
の
基
本
的
な

考
え
方
を
踏
ま
え
た

市
立
小
・
中
学
校
の

統
合
案
に
基
づ
き
、

「
豊
か
な
人
間
力
の

育
成
に
資
す
る
よ
り

良
い
教
育
環
境
づ
く

り
」
を
進
め
ま
す
。

ＨＰ
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統
合
の
時
期
は
、
い
つ

ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す

か
。
通
学
路
や
通
学
の
方

法
な
ど
安
全
面
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

園
部
中
の
単
独
校
に
つ
い

て
は
、
考
え
直
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

統
合
は
10
年
間
を
目
途
に
考
え
て

い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
代
表

者
な
ど
で
統
合
の
時
期
に
つ
い
て
協

議
が
進
め
ば
、
統
合
が
早
ま
る
こ
と

も
あ
り
え
ま
す
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、
通

学
距
離
は
基
本
的
に
小
学
校
が
４
㎞

以
内
、
中
学
校
が
６
㎞
以
内
と
し
、

こ
れ
を
超
え
る
場
合
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
な
ど
の
利
用
も
考
え
て
い
ま
す
。

園
部
中
学
校
に
つ
い
て
は
単
独
校
と

し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
意
見
な

ど
を
参
考
に
検
討
し
ま
す
。

　

統
合
案
の
変
更
の
可
能
性
は
あ
り

ま
す
か
。

小
学
校
名

統
合
案

平
成
20
年
度
現
在

平
成
26
年
度

優
先
度

児
童
数

（
人
）

学
級
数

学
級
数

統
合
後

学
級
数

高
浜
小
学
校

統
合

１
１
２

６

６

９

Ａ

三
村
小
学
校

１
０
１

６

６

関
川
小
学
校

61

６

５

府
中
小
学
校

〃

５
１
７

16

17

18

Ａ

北
小
学
校

92

６

６

園
部
小
学
校

〃

２
３
４

８

７

12

Ａ

東
成
井
小
学
校

１
３
９

６

６

瓦
会
小
学
校

〃

１
０
９

６

６

７

Ａ

恋
瀬
小
学
校

１
０
９

６

６

林
小
学
校

〃

１
８
２

６

６

14

Ａ

葦
穂
小
学
校

83

６

６

吉
生
小
学
校

75

６

５

柿
岡
小
学
校

２
８
０

11

６

小
幡
小
学
校

〃

１
４
３

６

６

７

Ａ

小
桜
小
学
校

１
２
０

６

６

石
岡
小
学
校

単
独

４
０
４

12

12

12

東
小
学
校

〃

６
５
０

19

19

19

南
小
学
校

〃

５
１
２

17

12

12

杉
並
小
学
校

〃

５
２
３

17

13

13

中
学
校
名

統
合
案

平
成
20
年
度
現
在

平
成
30
年
度

優
先
度

生
徒
数

（
人
）

学
級
数

学
級
数

統
合
後

学
級
数

石
岡
中
学
校

統
合

５
５
２

15

16

19

Ａ

城
南
中
学
校

１
８
８

６

６

府
中
中
学
校

〃

５
１
５

14

14

19

Ｂ

国
府
中
学
校

２
２
７

７

６

有
明
中
学
校

〃

１
６
８

５

４

13

Ａ

柿
岡
中
学
校

３
３
４

10

７

八
郷
南
中
学
校

１
４
８

６

３

園
部
中
学
校

単
独

２
１
６

６

６

６

Ｂ

※
統
合
の
優
先
度

  

Ａ　

急
ぐ
必
要
が
あ
る
学
校

  

Ｂ　

や
や
急
ぐ
必
要
が
あ
る
学
校

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
の
統
合

案
で
進
め
る
の
か
と
い
う
問
い
で
す

が
、
現
在
、
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、学
区
の
見
直
し
も
含
め
、

さ
ら
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
望

　

園
部
中
が
単
独
で
小
規
模
の
ま
ま

で
は
本
来
の
趣
旨
と
異
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
他
校
と
様
々
な
点
で

差
が
で
き
、
将
来
に
問
題
が
生
じ
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

す
。
統
合
計
画
が
変
え
ら
れ
な
け
れ

ば
、
学
区
の
変
更
な
ど
で
生
徒
数
を

調
整
で
き
る
計
画
を
作
っ
て
欲
し
い

で
す
。
そ
の
際
に
は
、通
学
方
法（
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
）
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

懇
談
会
質
疑
応
答
の
あ
ら
ま
し

小
学
校
の
統
合
案

中
学
校
の
統
合
案

問
１

答
１

問
２

答
２

問
１

答
１

問
２

答
２

園部中学校区

城南中学校区

各
中
学
校
区
で
行
わ
れ
た
「
小
・
中
学
校
統
合
計
画
に
関
す
る
懇
談
会
」

で
の
市
民
か
ら
の
質
問
と
そ
の
回
答
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

優
先
度
Ａ
と
Ｂ
と
の
違

い
を
説
明
願
い
ま
す
。

　

城
南
中
学
校
は
、
建
設

年
度
が
非
常
に
古
く
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
同

様
に
有
明
中
、
柿
岡
中
も
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
統
合
の
優

先
度
を
Ａ
と
し
て
い
ま
す
。

　

適
正
規
模
と
学
力
の
関
係
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

児
童
・
生
徒
数
だ
け
で
統
合
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
で
育
っ
て

い
く
環
境
も
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

児
童
・
生
徒
数
だ
け
で
統
合
を
決

め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関

７　 広報いしおか   №９８



　

国
府
中
が
府
中
中
に
統

合
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
大
き
な
学
校
へ
の

統
合
と
な
れ
ば
、
学
区
の

変
更
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

適
正
規
模
に
あ
る
程
度
近
づ
け
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
、
国
府
中
の
生

徒
が
す
べ
て
府
中
中
に
通
学
す
る
か

に
つ
い
て
は
、
十
分
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
学
区
審

議
会
に
意
見
な
ど
を
報
告
し
な
が

ら
、
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

学
校
の
名
称
は
ど
う
や
っ
て
決
め

る
の
で
す
か
。

　

統
合
校
と
な
っ
た
場
合
、
校
名
・

校
歌
な
ど
は
、
統
合
す
る
両
Ｐ
Ｔ
Ａ

広報いしおか　№９８　８

川
小
の
場
合
、
平
成
24
年
に
は
、
１

ク
ラ
ス
３
～
７
人
の
複
式
学
級
に

な
っ
て
し
ま
い
、
先
生
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
学
校
生
活

で
は
多
く
の
友
達
や
先
生
に
触
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
市
全
体
と
し
て

ど
の
よ
う
な
統
合
が
い
い
の
か
、
意

見
を
参
考
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

要
望

　

三
村
大
原
地
区
の
児
童
や
生
徒

は
、
統
合
す
る
と
遠
距
離
通
学
と
な

り
ま
す
。
小
・
中
学
校
と
も
に
千
代

田
学
区
な
ど
へ
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
の
検
討
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
子
ど
も
育
成
プ
ラ

ン
の
対
象
学
年
を
、
現
在
の
３
年
生

ま
で
を
６
年
生
ま
で
に
引
き
上
げ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

環
境
を
望
む
の
は
難
し
く
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
少
な
い
人
数
の

学
校
も
寂
し
い
の
で
、
早
め
に
統
合

を
進
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

や
地
域
住
民
な
ど
で
決
め
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望

　

現
状
の
統
合
案
が
、
一
番
望
ま
し

い
と
考
え
ま
す
。
石
岡
と
八
郷
の
行

政
合
併
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
規
模
が

大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る

利
点
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、

学
校
教
育
の
中
で
も
こ
の
規
模
拡
大

が
、
有
意
義
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
児
童
・
生
徒
の

立
場
を
最
優
先
に
考
慮
し
た
統
合
を

強
く
切
望
し
ま
す
。

答
１

問
２

答
２

問
１

答
１

問
１

答
１

問
２

答
２

有明中学校区

国府中学校区

柿岡中学校区

考
え
て
い
ま
す
。

　

統
合
ま
で
に
、
学
校
を
建
て
替
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
、予
算
的
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
、
生
徒
や
児
童
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
耐
震
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
統
合
は
一
挙
に
行

う
の
で
は
な
く
、
耐
震
化
と
と
も
に

進
め
る
考
え
で
す
。

問
２

答
２

恋瀬小学校

　

統
合
し
て
も
適
正
規
模

の
12
学
級
に
満
た
な
い
学

校
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

　

通
学
条
件
な
ど
に
よ
り
12
学
級
に

満
た
な
い
学
校
は
、
10
年
先
に
見
直

し
な
ど
を
行
い
、
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

有
明
中
・
柿
岡
中
・
八
郷
南
中
の

統
合
は
、
３
校
同
時
ま
た
は
段
階
的

に
行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

10
年
間
で
進
め
る
の
で
、
必
ず
し

も
同
時
で
は
な
く
、
段
階
的
に
協
議

し
な
が
ら
行
う
予
定
で
す
。

要
望

　

少
子
化
の
中
、
昔
の
よ
う
な
教
育

　

学
区
の
見
直
し
は
、
学

区
単
位
で
は
な
く
、
広
範

囲
で
行
わ
な
い
と
混
乱
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

学
区
の
見
直
し
は
、
教
育
委
員
会

の
諮
問
機
関
と
し
て
学
区
審
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
で
議

論
を
し
な
が
ら
具
体
的
な
統
合
に
つ

い
て
、
手
順
を
踏
ん
で
進
め
た
い
と

問
１



　

柿
岡
中
が
老
朽
化
に
よ

り
、
建
て
替
え
が
決
定
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

有
明
中
・
柿
岡
中
・
八
郷

南
中
が
統
合
し
た
規
模
で

造
ら
れ
る
の
で
す
か
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
学
校
が
完
成
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
た
統
合
の
動
き

を
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

柿
岡
中
学
校
の
改
築
は
、
平
成
24

年
度
実
施
の
予
定
で
進
め
て
い
ま

す
。
最
大
規
模
で
造
っ
た
場
合
、
３

校
分
の
普
通
教
室
は
確
保
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
統
合
は
３
校
の
み
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
柔
軟
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

要
望

　

通
学
範
囲
が
広
域
に
な
る
中
で
、

児
童
や
生
徒
の
安
全
確
保
へ
の
配
慮

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す

る
場
合
は
、下
校
時
刻
や
停
車
場
所
、

季
節
な
ど
に
十
分
考
慮
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
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学
区
を
変
更
す
る
方
法
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
統
合
後
に
残
っ
て
し

ま
っ
た
学
校
施
設
の
利
用
は
ど
う
す

る
の
で
す
か
。

　

統
合
に
つ
い
て
は
、
学
区
の
見
直

し
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
学
校
施
設
も
、
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
あ
り
、
古
く

か
ら
地
域
と
歩
ん
で
き
た
と
い
う
経

過
や
、
災
害
時
の
避
難
場
所
の
位
置

付
け
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
地
域
と
そ
の
活
用
の
検
討
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

れ
ば
、
ク
ラ
ス
替
え
な
ど
で
、
知
ら

な
か
っ
た
仲
間
の
つ
な
が
り
が
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

要
望

　

少
子
化
の
進
む
中
で
の
統
合
は
、

や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
通

学
範
囲
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、
児

童
の
負
担
増
が
心
配
で
す
。
大
規
模

校
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
行
き
届
い

た
指
導
が
で
き
る
よ
う
配
慮
願
い
ま

す
。
で
き
れ
ば
１
ク
ラ
ス
30
人
以
下

の
学
級
編
成
を
希
望
し
ま
す
。

問
１

答
１

問
２

答
２

問
１

答
１

問
１

答
１

問
２

答
２

石岡中学校区

府中中学校区

城南中学校

　

統
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は

ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
か
。

　

小
規
模
校
の
関
川
小
・

三
村
小
・
北
小
・
葦
穂
小
で
は
、
将

来
１
ク
ラ
ス
の
児
童
数
が
25
人
か
ら

10
人
以
下
と
な
り
、
人
間
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

有
明
中
や
国
府
中
の
よ
う
に
一
学

年
２
ク
ラ
ス
で
は
、
特
別
活
動
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
集
団
活
動
が
困

難
で
あ
り
、
学
習
面
で
も
、
多
様
な

意
見
が
出
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
通
学
距
離
が
長
く
な
る
こ

と
に
よ
る
安
全
面
で
の
デ
メ
リ
ッ
ト

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
将
来
石

岡
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

感
じ
る
統
合
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

地
域
は
学
校
の
運
営
の

一
端
を
担
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
地

域
に
あ
る
学
校
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
と

思
う
の
で
す
が
…
。

　

今
日
ま
で
に
７
か
所
で
開
催
し
た

懇
談
会
の
意
見
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
よ
っ
て
考
え
方
や
状
況
な
ど

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
統
合
に
向
け

て
の
懇
談
会
や
検
討
会
な
ど
で
議
論

を
重
ね
、
地
域
に
あ
っ
た
よ
り
良
い

統
合
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

上
級
生
と
下
級
生
の
つ
な
が
り

や
、
同
級
生
同
士
の
つ
な
が
り
の
メ

リ
ッ
ト
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

上
級
生
と
下
級
生
と
の
つ
な
が
り

で
す
が
、
小
規
模
校
で
は
全
校
行
事

な
ど
を
通
し
て
知
り
合
う
機
会
も
多

く
な
り
、
仲
間
意
識
が
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
級
生
が
多
け

八郷南中学校区


